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	セッションの前に

	プログラムの背景
世界中のライオンズは他者への奉仕を誓い、本質的に動機を有する人々である。したがってライオン・リーダーの課題は、この特徴が十分に発揮されるよう保証することである。つまり、さまざまな人々に動機をもたらす欲求を認識した上で、これらの欲求に影響を及ぼす環境の中に、動機付けを促す刺激を生み、動機付けを妨げる障害を排除しなければならない。セッションの目標は以下の通りである。
· 個人の欲求と動機について考察する。
· 動機付けを促す行動と妨げる行動を提示する。
セッションの事前課題
すべての参加者は研究会の事前課題として、動機に関する以下の資料を熟読しておくよう指示されている。セッションでは、これらの概念を取り上げる。
· 人間の動機に関する仮説
· 欲求階層説
参加者はまた、1～2人のクラブ会員に支援を求め、会員の欲求に関する調査を実施するよう指示されている。彼らは合計を表にし、結果を研究会に持参しなければならない。
セッションの資料
スライドスライド（スライドの実物は研究会の会場で配布）

· スライド 1：動機
· スライド 2：欲求の充足
· スライド 3：セッションの目標
· スライド 4：聴く、見る、尋ねる
· スライド 5：刺激と障害
· スライド 6：セッションの目標
動機に関する会話のプリント（3部）
必要な視聴覚機材
· プロジェクタおよびスクリーン
· フリップチャートおよびマーカー


	方法を示すアイコン

	[image: image9.wmf][image: image10.wmf][image: image11.wmf][image: image12.wmf][image: image13.wmf] 

	講義/解説


	参加者を中心とする活動
	スライド
	フリップチャート
	プリント/

参加者マニュアル
	


	セッションの時間割（提案）

	セクション
	講義の概要
	資料

	導入
（10：00）
	提示:  動機を概観


	パワーポイント・スライド

	第1課：
欲求を確認
（30：00）

	討議:  マスローの欲求階層説
活動:  動機に関する会話

討議:  マグレガーのX理論とY理論
活動 :  動機に関する会話（続き）

	パワーポイント・スライド
参加者マニュアル

動機に関する会話のプリント


	第2課：
動機付けの刺激と障害

（40：00）

	提示/討議:  刺激と障害
活動:  クラブ会員の動機付け


	パワーポイント・スライド

事前課題の調査
参加者マニュアル

	まとめ
（10：00）
	提示:  目標の復習

	パワーポイント・スライド

参加者マニュアル


	総時間数：90：00


	導入

	時間
	方法
	内容

	合計：10分
	
	

	10分
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スライド2
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スライド3


	提示：動機を概観
講師の注意：動機に関する会話の台本を読んでもらうため、セッションが始まる前に参加者の中から3人の志願者を募る。この会話は、委員会への参加を決定しようとしている3人の会員によるものである。志願者に会話のプリントを配布し、数分間で目を通させる。参加者は、第1課の活動「動機に関する会話」でこの会話を音読することになる。
1. スライド 1：「動機」を表示する。
2. 「目標の達成に向けて欲求と活力が結びついたとき、動機が生まれます。誰もが特定の欲求によって動機付けられますが、その欲求は個人によって異なるのみならず、状況の変化に応じて個人の内面においても変化します」と説明する。
3. スライド 2：「欲求の充足」を表示する。
4. 「スライドの人物は2つの欲求に直面し、選択を迫られています。彼女は非常に空腹を感じていますが、終わらせなければならない仕事があります」と説明する。  

5. 「いずれかの行動の選択に向けて、彼女を動機付けるものは何でしょうか？」と質問する。以下のようにさまざまな回答が予想される。
· 「空腹が耐え難ければ食べることを選び、仕事は後回しになるだろう。」
· 「期限までに仕上げられるか心配であれば、仕事を続けるだろう。」
· 「職を失うのが怖ければ、仕事をするだろう。」
· 「食べ物の様子や匂いが美味しそうで抵抗できなければ、食べるかもしれない。」
6. 「彼女は、いくつかの要因に基づき行動を選択し、活力を注ぐことになるでしょう。彼女は自らの信念、価値観、興味、懸念、その他の要因を考慮した上で、どの欲求が最大であるかを判断し、どの目的を追求すべきかを決定します。 つまり、食事をとるか、仕事を終わらせるかの一方に向けて動機付けられることになるのです」と説明する。
7. 「彼女の動機に対し、他者はどのように影響を及ぼすことができるでしょうか？」と質問する。以下のような回答が予想される。
· 「コックは魅力的な料理を出すことによって、影響を及ぼすことができる。」
· 「彼女の上司は仕事の重要性を強調することによって、影響を及ぼすことができる。」
· 「家族は、例えば空腹を満たすことよりも『職業倫理』を重んずることなど、彼女の価値観に影響を及ぼすことができる。」
8. 「どの場合にも、環境が彼女の動機を左右する可能性はあります。しかし行動への欲求と決定は、やはり彼女の内面に発するものです。人間はその最大の欲求を満たすため、自らを動機付けるものなのです。他者が行えることは、環境の構築によって適切な方向を与えることだけです」と説明する。
講師の注意：講師は個人的な経験として、何らかの目標の達成を動機付けられ、環境がその成否に影響を及ぼした実例を紹介してもよい。
9. スライド 3：「セッションの目標」を表示する。
このセッションを終えたとき、参加者は以下の技能を身につけているはずである。
· 人間の動機に影響を及ぼす欲求のレベルを確認
· 動機を左右する刺激と障害を認識
· ライオンズクラブの会員を動機付ける行動計画を立案
10. 「研究会事前課題のひとつを検討すれば、欲求が動機に及ぼす影響を理解できるはずです」と述べて、第1課に移行する。




	第1課：欲求を確認

	およその時間
	方法
	内容

	合計：30分
	
	

	5分
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スライド4


	討議：マスローの欲求階層説

1. 参加者マニュアル1ページの「マスローの欲求階層説」を開くよう、参加者に指示する。
講師の注意：参加者は研究会の事前課題として、マスローの欲求階層説に目を通すよう指示されている。したがって、講師はこの時点で内容を提示する必要はない。

2. 「適切な環境の構築によって、ライオンズクラブが会員の動機付けを促すことができるのは、欲求のどのレベルであると考えますか？」と質問する。レベル2からレベル5に至るまで、さまざまな回答が予想される。
3. 「マスローから学ぶべき要点は、仲間の会員の欲求を知れば知るほど、それを満たせるような環境を提供しやすくなる、ということです」と説明する。
4. 「私たちはどうすれば、クラブ会員の欲求を見極めることができるでしょうか？」と質問する。以下のような回答が予想される。
· 「彼らの会話に耳を傾ける。」
· 「彼らの行動を観察する。」
· 「彼らと対話し、質問を投げかける。」
· 「頻繁に調査を実施する。」
5. スライド 4：「聴く、見る、尋ねる」を表示する。
6. 「会員を個人的に理解し、その価値観と欲求を認識すれば、動機付けを促す刺激を与え、妨げる障害を排除することが容易になります」と説明する。 

7. 「クラブにおける自分の個人的な欲求について、どなたか例を挙げてくれませんか？　また、その動機付けを促す刺激、あるいは妨げている障害も指摘して下さい」と求め、数人の参加者に意見を述べさせる。
「人々の動機は内面から発するものであり、私たちにできることは、彼らが自己の欲求を満たせるような環境を提供することだけです」と指摘する。


	10分
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	活動：動機に関する会話
1. 「次の会話に注意深く耳を傾け、このような会話が各自のクラブでも起こり得るかを考えて下さい」と参加者に求める。
2. 前に出て会話のパート1を読むよう、3人の志願者に求める。
3. 志願者に感謝し、席に戻るよう求める。
4. 4～6人の小グループを作り、数分間で以下の作業を行うよう、参加者に指示する。 

· チャールズ、マリア、ベンが示している欲求について討議する。欲求のレベルについては、研究会事前課題の「マスローの欲求階層説」を参考にするとよい。
· 彼らの欲求の中で、どれが満たされていないかを討議する。
· 各自で参加者マニュアルの2ページに、グループとしてはフリップチャートにメモをとり、それぞれの意見について全体で討議する準備を整える。
5. 各グループに意見を発表させ、他の参加者に感想を求めることにより、この活動をまとめる。例えば、以下のような意見が予想される。
· 「新たな人々と出会うこと。」
· 「新たな経験を楽しむこと。」
· 「責任を引き受けること。」
· 「自分の努力を認めてもらうこと。」
· 「他者への奉仕によって誇りを感じること。」
· 「時間を有効に使うこと。」
· 「自分の仕事の成果を確認すること。」
6. 「時には指導者の人格や指導方式のために、欲求が満たされない場合もあります。2つ目の事前課題には、このような状況が示されていたはずです」と述べて、「マグレガーのX理論とY理論」に関する討議に移行する。


	5分
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	討議：マグレガーのX理論とY理論

1. 参加者マニュアル3ページの「マグレガーのX理論とY理論」を開くよう、参加者に指示する。
講師の注意：参加者は研究会事前課題の中で、マグレガーの理論に目を通すよう指示されている。したがって、講師はこの時点で内容を提示する必要はない。
2. 「この理論には、人間の動機に関する両極端の考え方が示されています。指導者はいずれかの態度を示すことにより、クラブ会員の動機を最大限に高め、または失わせることになるでしょう」と説明する。
3. 「それでは、3人の会員による会話の続きに耳を傾けてみましょう。話題に上っている人々には、双方の極端な考え方に伴ういくつかの要素が認められるはずです」と述べる。


	10分
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	活動：動機に関する会話（続き）
1. 再度前に出て会話のパート2を読むよう、3人の志願者に求める。
2. 志願者に感謝し、席に戻るよう求める。
3. 小グループに戻り、数分間で以下の作業を行うよう、参加者に指示する。
· ジョージとサムの2人の委員長による動機付けの方式と、それがクラブ会員の動機にどのように影響しているかを討議する。人間の動機については、研究会事前課題の「マグレガーのX理論とY理論」を参考にするとよい。
· 話題に上っていたプラスの行動とマイナスの行動をリストアップする。
· マイナスの行動を是正する方法を見極める。
· 各自で参加者マニュアルの4ページに、グループとしてはフリップチャートにメモをとる。
· それぞれの意見について全体で討議する準備を整える。 

4. 各グループに意見を発表させ、他の参加者に感想を求めることにより、この活動をまとめる。例えば、以下のような意見が予想される。
· ジョージ：
a. 細かく監督しなければ、会員が作業を完遂できないと考えている。会員に自由に作業を行わせるべきである。
b. 会員が作業を嫌っていると考えている。特にボランティアの場合には、人々が総じて作業を楽しむものであることを理解すべきである。
c. 会員に意思決定や問題解決を任せようとしない。会員に計画を立てさせ、自らの問題を解決させるべきである。
· サム：
a. 会員に自由に作業を行わせる。
b. 人間本来の創造性と向上心を信頼している。
c. 人々が多様な物事によって動機付けられることを理解している。
5. 「この例の中で検討したプラスの行動とマイナスの行動は、刺激と障害と呼ぶことができます。これから、もう少し例を見てみましょう」と説明し、第2課に移行する。



	第2課：動機付けの刺激と障害

	およその時間
	方法
	内容

	40分
	
	

	10分
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スライド 5
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	提示/討議：刺激と障害

1. スライド 5：「刺激と障害」を表示する。
2. 参加者マニュアルの5ページを見るよう、参加者に指示する。
3. 「このページには、環境において動機付けを促す10の刺激と、妨げる10の障害が示されています」と説明する。
4. 「双方のリストに目を通し、いずれかに補足すべき事項があれば指摘して下さい」と参加者に求め、フリップチャートに意見を記入する。
5. 「補足すべき刺激と障害を挙げ、参加者マニュアルにメモをとって下さい」と参加者に促す。
6. 「これまでの学習内容には、動機に関する情報を各クラブに適用する方法が欠けていました」と述べる。
7. 「研究会の最後の事前課題、クラブ調査を見て下さい」と参加者に指示し、次の活動に移行する。

	30分
	[image: image32.wmf]
	活動：クラブ会員を動機付ける戦略
講師の注意：参加者は研究会事前課題の一部として、調査を実施するよう指示されている。この活動の討議とまとめはその結果に基づき行われ、動機付けに関する成功事例と課題を分かち合う格好の機会となるはずである。参加者は結果的に、各自のクラブに持ち帰るさまざまな構想を生み出すことができるだろう。
1. 研究会事前課題の一部として行った調査を見るよう、参加者に指示する。
2. 「この調査は、LCIが『クラブ評価の結果は？』という名称で提供している極めて有効な手段の一部であり、LCIのウェブサイトから出版物ME-15として入手できます。会員の欲求を見極め、クラブがどこまでそれを満たしているかを評価する方法として、ここではその一部を利用します。調査では、会員の欲求を『尋ねて』いたはずです」と説明する。
3. 「今回の調査を受けた会員は、ごく少数に過ぎません。そのため、クラブの状況を正確に反映したものとして今回の結果を利用することは、適切とは言えないでしょう。しかしこのセッションでは、クラブが動機付けの刺激を生み、障害を排除することができるよう、いくつかの方法を見極める上で役立つはずです」と指摘する。
4. 参加者に以下の通り指示する。
· 調査に関する活動に向けて、2人1組のペアを作る。
· それぞれのパートナーと調査の結果を交換する。
· パートナーの調査から、クラブが会員の欲求を満たしていると思われる分野と、満たしていないと思われる分野をそれぞれひとつ見極める。
· 各自のクラブが特定の欲求を効果的に満たすために活用し、成功を収めている方法（刺激）について、交互に討議する。
· [image: image33.wmf]同様に、各自のクラブにおいてその他の欲求の充足を妨げている障害と、それらを排除するための方法について討議する。
· 参加者マニュアル6ページの空欄に各自でメモをとる。
· [image: image34.wmf]各自のクラブにおける障害を帰宅後に克服できるよう、7ページの行動計画表を用いて計画を立案する。
· それぞれの意見を全体に発表する準備を、10分間で整える。
5. 各ペアの討議内容を発表させることにより、この活動をまとめる。各自のクラブで会員の動機付けを妨げている障害について、それらを排除するための行動計画も発表させる。
講師の注意：残された時間によっては、すべての参加者ではなく、いくつかのグループを選んで発表を行わせてもよい。
6. 必要に応じて他の参加者に提案を求め、「各自のクラブの状況に適した意見を書きとめて下さい」と促す。
7. 「数々の貴重なご意見をありがとうございました」と参加者に感謝し、まとめに移行する。



	まとめ

	およその時間
	方法
	内容

	合計：10分
	
	

	10分
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スライド6


	提示：目標の復習

1. スライド 6：「セッションの目標」を表示する。
2. 「私たちは、このセッションの目標を達成することができたでしょうか？」と質問する。
3. 「皆さんのクラブで動機が低下していると感じたときには、参加者マニュアル5ページの刺激と障害を参考にするとよいでしょう」と参加者に促す。
講師の注意：時間のゆとりがあれば、講師がいくつかの刺激について実例を紹介し、それが自分の関わった会員の自然な動機付けをどのように促したかを説明してもよい。
4. 「あらゆるライオンズが動機に導かれ、積極的・生産的に活動に取り組み、会員であることの幸福を味わえるよう、それぞれのクラブに適切な環境を築き上げようではありませんか。指導者としての立場を、そのために役立てて下さい」と述べて、参加者の意欲を喚起する。



事前課題

· マスローの欲求階層説
· マグレガーのX理論とY理論
· クラブ調査
「会員の動機付け」事前課題1

マスローの欲求階層説
アブラハム・マスローは特定の欲求の強さを説明するため、興味深く便利な枠組みを設定しました。
ライオンズ・リーダーシップ研究会に参加する前に、人間の欲求に関する以下の5つのレベルに目を通して下さい。研究会では、この資料を用いて討議を行います。
レベル1：生理的欲求（生存に必要な食物、水、物資）
最も基本的なレベルでは、私たちは食物、水、その他に対する生理的欲求によって動かされます。このような基本的欲求が満たされない限り、人間の行動の大半はこのレベルに限定されることになるでしょう。
レベル2：安全欲求（危険の回避、保護、安全）
私たちには、攻撃から身を守り、保護され、安全を確保したいという欲求があります。個人の安全が脅かされているとき、その他の物事は取るに足りないものに感じられます。
レベル3：社会的欲求（集団に所属し、有意義な関係を持つこと）

私たちは他者と交流し、集団の一員になりたいという欲求を感じます。マスローの言う他者との「有意義な関係」とは、日常的な接触を超える関係を意味しています。
レベル4：自我欲求（認められること、成就すること）

人間には一般に、他者に認められ尊敬されることによって、自らを高く評価したいという欲求があります。この種の欲求が満たされると自信、誇り、有能感、支配感が生まれ、人々は自分が役立つ人間であり、環境に何らかの影響を及ぼしていると感じ始めます。
レベル5：自己実現欲求（自らの可能性を十全に発揮すること）
マスローは、このレベルに到達した人間はほとんどいないと考えていました。人間はこのレベルにおいて、能力の限界を目指すよう動機付けられます。自らの可能性を十全に発揮することで、自己を実現しようとするのです。
「会員の動機付け」事前課題2

マグレガーのX理論とY理論
ダグラス・マグレガーは1960年に出版した著書「企業の人間的側面」の中で、職場における個人行動の理論について考察し、「X理論とY理論」というひとつのモデルを作成しました。
ライオンズ・リーダーシップ研究会に参加する前に、以下の2つの理論に目を通して下さい。研究会では、この資料を用いて討議を行います。
	X理論

	Y理論


	人間は、直接の監視または細かい賞罰制度のいずれかによって、厳重な監督を受けなければならない。

	ほとんどの人間は機会さえ与えられれば、積極性と生産性を発揮して仕事に取り組み、充実感を得る方法を見出すはずである。

	人間は一般に仕事を嫌うものである。
	組織の行動によって不愉快なものとならない限り、人間は当然のこととして仕事を楽しむことができる。


	ほとんどの場合、人間には自発性、創造性、問題解決の技能が備わっていない。彼らは、他者が決定を下すこと、その責任を負担することを希望している。

	人間は一般に向上心を持ち、自主と自制を希求し、効果的に問題を解決する。創造性は万人に等しく備わっている。

	ほとんどの人間にとって、最大の動機は経済的な報酬と安全である。
	人間を動機付けるものはさまざまであり、経済的な報酬や安全を求める人々は一部に過ぎない。 




「会員の動機付け」事前課題3

クラブ調査に関する指示
この調査の目的は、会員の動機にプラスまたはマイナスの影響を及ぼすライオンズクラブの特徴を見極めることにあります。
ライオンズ・リーダーシップ研究会に参加する前に、以下の作業を行って下さい。
· 調査書式を何枚か複写する。
· 各自で調査に回答し、同じ作業を1～2人のクラブ会員に依頼する。
· 各質問の答えを合計して回答者の人数で割り、各質問の平均点を算出する。
· 別の調査書式に平均点を記入する。
平均点を記入した書式を、研究会に持参して下さい。
「会員の動機付け」のセッションでパートナーと回答を検討できるよう、準備を整えて下さい。研究会では、他の会員と意見を分かち合うことにより、動機を高める方法と妨げる障害を見極める機会が得られるはずです。
「会員の動機付け」事前課題3

クラブ調査
この簡単なアンケートでは、会員の動機付けを促し、または妨げているクラブ環境の分野を見極めます。それぞれの質問に関するクラブの状況を、各自の認識に基づき次の尺度を用いて評価して下さい。
5 = いつも     4 = 大抵の場合     3 = 時々     2 = 滅多にない     1 = 絶対にない
____  1. 会員であることを楽しんでいますか？
____  2. 会員として新しいことを試みるよう要求されていますか？
____  3. 会員として指導力を身につける機会を与えられていますか？
____  4. クラブの例会は楽しいですか？
____  5. 新たなクラブ会員は、クラブやライオンズクラブ国際協会の使命に関して適切な指導を受けていますか？
____  6. クラブ会員の努力は、アワードの授与や表彰を通して認められていますか？
____  7. クラブの資金調達活動は楽しいですか？
____  8. クラブの地域奉仕事業は楽しいですか？
____  9. クラブの地域奉仕事業は時代に適い、効果を発揮していますか？
____  10. クラブでは会報を発行し、すべての会員に配布していますか？
____  11. 活動や委員会に関する責任を与えられていますか？
____  12. 自分の技能や熱意は有効に活用されていますか？
____  13. 自分がクラブにとって重要な存在であると感じていますか？
____  14. 国際協会、地区、ゾーンの行事に参加するよう奨励されていますか？
____  15. 他の会員と交流し、ネットワークを築く機会を与えられていますか？
動機に関する会話：パート1

（場面は、XXXXライオンズクラブが例会に利用している地元のレストランです。例会はまだ始まらず、会員は歩き回って雑談を交わしています。）
チャールズ：やあマリア、会えてうれしいよ。君が何回か例会を休んでいたので、みんな寂しがっていたんだよ。
マリア：私も会えてうれしいわ。最近は例会が長すぎて、学校の前の晩に遅くまでいてくれるベビー・シッターを見つけにくくなっているの。でも、今夜は来年度の委員会への参加を決める機会だって言うから、参加することにしたのよ。
チャールズ：そうだね。本当に興味を持てる仕事を見つけたいなら、僕らにとって大切な例会だ。リストと委員長には、僕もとても興味があるんだ。
ベン：君たち、委員会への参加について話していたかい？　僕は今夜だって知らなかった…来てよかったよ。
マリア：あら今晩は、ベン。そうなのよ、去年のカレンダーを見たらこの時期だったので、クラブ幹事に電話してみたの。彼女も今週だって言っていたわ。その場で登録できるよう、この例会には絶対に出席したかったのよ。ほとんどの委員長が「仲良し」から指名するので、リストに名前を入れる機会を逃してはならないわ。
ベン：そうか。僕はクラブに入って初めての年なんだ。通知や手紙がもらえるものとばかり思っていたよ。
チャールズ：僕はクラブに入ってほとんど20年になるけど、以前はこの種の情報をクラブ会報で発表していたんだ。発行が年4回に減ってしまって、会員の目に触れなくなってしまったんだね。
マリア：まあ。そんなに古くからの会員だったなんて、知らなかったわ。それじゃあ、クラブの結成当初からってことかしら。
チャールズ：実際には、クラブが結成されてから2年後だけどね。失明者を支援するライオンズの活躍を耳にして、自分も参加したいと考えたんだ。活動はとても楽しかったし、新しい友人を作る機会にも恵まれた。だから会員を続けてきたんだよ。
ベン：それはすばらしいね、チャールズ。僕が入会したのは、他者に奉仕していると自分に誇りを持てるからなんだ。でも正直なところ、このクラブではまだそれを感じたことがないな。どちらかと言えば…委員会に参加して、言われたままに動き、何の意見も差し挟まず、そのうちにすべてが終わってしまう。評価されることもほとんどないし、自分のやっていることが役に立つとも思えない。今年は何かが変わるといいんだけど。

マリア：ベン、そんな思いをしていたなんて、本当に残念だわ。あなたの失望も、少しは理解できるつもりよ。私の場合、最初の1～2年は本当に充実していたの。新しい友人と出会い、確かに地域社会を支援し、自分の努力が認められていると感じられた。会員生活と家庭生活を両立することもできたわ。残念ながら、私たちはここ数年低迷しているようね。計画や活動に関しては衝突が絶えないし…子供たちから離れていられる時間が過ぎても、延々と例会が終わらない。それでも何かを改善できればと思うけど、自分が時間を無駄にしていると感じることもあるのよ。
チャールズ：君の言う衝突と「混乱」は一時的なもので、クラブ役員が変わったときにはよくあることだよ。僕も同感だけど、気にしないつもりだ…いいこともあれば、悪いこともあるさ。
ベン：僕もしばらく君の意見に従ってみるよ、チャールズ。人に尽くすことのすばらしさを心から信じているし、クラブの仲間も大好きだけど、僕は会員に向いていないのかもしれないね。
動機に関する会話：パート2

（委員会の登録用紙が配布され、会員はどこに参加できるかを確認しています。）
チャールズ：ベン、君はどの委員会を選ぶつもりだい？
ベン：そうだな。僕は広報がやりたいんだけど、委員長がジョージなんだ。彼はちょっと高圧的だって聞いたんだけど。

マリア：ちょっと ですって?! 　2年前に彼と組んだときには、最初の6週間に毎週会議が開かれたものよ。それが行事の2週間前になると、毎晩私を呼びつけて作業の進み具合を確認しようとするじゃないの！　彼が委員の監督にどれほど熱意を燃やしているか、みんな本気で不平をもらしていたわ。
チャールズ：誰かも同じことを言っていたよ。クラブの仲間と協力する喜びを自分が台無しにしているって、ジョージは気づいていないのかな？
マリア：一部の委員が会議の席で、彼に反論したことがあったのよ。
ベン：彼の反応はどうだった？
マリア：「仕事は仕事さ。誰かがやらねばならない」ですって。それからというもの、彼が近くにいないときには、お互いにこの言葉を真似して笑ってやることにしているの。
チャールズ：それは楽しそうだね。
マリア：ええ、その通り。彼のいわゆる名言は他にもあって、例えば「広報は極めて重要なので、適切に行わなければならない」って言うのよ。でも、ジョージを満足させられるような成果を収めた委員はひとりもいなくて、それが唯一の問題だったわけ。
ベン：ジョージは委員会の仕事を楽しんでいたのかな？
マリア：そうは言えないようね。彼がなぜ広報を続けているのか、不思議に思うわ。
チャールズ：サムも委員長になったようだよ。
ベン：そうだね、聴覚保護委員会だ。これはうまくいくんじゃないかな！
チャールズ：僕がサムと組んだときには、日常的な作業に至るまで、彼の手並みは見事なものだった。彼は大いに自由を認めて、やりたいようにやらせてくれるんだ。会員の多くはすでに動機を持っていて、基本的な指示だけが必要だと考えていたからね。彼は必ずしも創造的ではなかったけれど、僕らに創造性を発揮させてくれた。これだけは確かなことだが、よほどの危機が訪れない限り、毎晩委員を呼びつけたりはしないだろう。
マリア：サムは多分、それほど「報酬」にこだわったりもしないはずよ。私たちが仕事を終えたとき、ジョージが大金を盾に費やしたことを思い出すわ。まるでつまらない飾り物が、私たちの悲しみのすべてを埋め合わせるとでも言うようにね。
ベン：そうだね。聴覚保護委員会の仕事は大変そうだけど、君たちの意見は正しいと思うよ。サムは僕らに仕事を任せてくれるだろう。君たちがどうするかは分からないけど、僕は今すぐ登録するよ。
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このセッションが終了した時点で、参加者は以下のことができるようになります。


人間の動機に影響を及ぼす欲求のレベルを確認


動機を左右する刺激と障害を認識


ライオンズクラブの会員を動機付ける行動計画を立案














地方ライオンズ･リーダーシップ研究会
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